
1988鉱床堆積学国際シンポジウム(北京)

及び山東省地質巡検に参加して

徳橋秀一(燃料資源部)

ShuichiT0KτJHAs亘I

第1図本シンポジウムのシンボルマｰク｡

写真1シンポジウム参加者の宿泊所とたった友誼賓館3号

館.

1988年7月30日～8月4目にかけてIAS(国際堆積

学会Intemationa1AssociationofSedimento1ogists)に

よる標記シンポジウムが内外からの多くの研究者を集め

て北京で行たわれた.またこのシンポジウムに前後

していくつかの地質巡検も催された.本報告では

このシンポジウムの概要と筆者の参加した山東省地質巡

検を中心に紹介してみたい.

シンポジウム概要

且.シンポジウム名称

本シンポジウムの正式名称はIASIntemationa1

���極浯��業�瑯��剥����楮敲�

Depositsで“1988.IAS,ISOSRMD"と略称されてい

る.本シンポジウムの実行にあたっては15の学会や

研究機関などがスポンサｰとして参加Lその申で中国

科学院地質研究所がオルガナイザｰの役割をはたしてい

る.

2.会場

本シンポジウムは北京の北西部にある友誼賓館

(FriendshipHotel)の申にあるシンポジウム･ホｰルで

行なわれた.友誼賓館はもとはソビエト軍の駐屯用

べ一スキャソプとして建てられたということでその敷

地はかたり広い.敷地内には1号館から5号館まで

1989年2月号

の宿泊棟のほかにダイニング･ホｰルやプｰルそれ

にアパｰトだとも備えられている.このホテルヘの日

本人の宿泊客も多いらしく1号館には日本料理とカラ

オケカミ薬しめるレストランがある.一方本シンポジ

ウムの参加者の大部分はシンポジウム･ホｰルのすぐ

近くにある3号館に宿泊した.

3.スケジュｰル

次に本シンポジウムのスケジュｰルを示す.

7月30日(土)参加登録

市内見学(午後:故宮博物館)

31日(日)開会式及び全体集会

レセプション

8月1目(月)個人発表及びポスタｰセッション

2目(火)市外観光(明の十三陵･万里の長城)

京劇観覧

3日(水)個人発表及びポスタｰセッション

IGCP関連の会議

4目(木)個人発表及びポスタｰセッション

閉会式

バンクェット

またこれとは別に同伴者のためのスケジュｰルが毎

日組まれた.

岨.海外からの参加者

本シンポジウムヘの参加者は中国国内から約250名�
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写真2シンポジウム初日の全体集会.

主催考及び来賓の挨拶が行われている.

海外から約85名(同伴者は除く)であった.海外からの

参加国を参加者の人数によって多いほうから並べると

次の通りである(但し同伴者は除いている).

17名……アメリカ

10名……日本

9名……ポｰランド

7名……チェコスロバキア

6名……カナダ･西ドイツ

4名……オｰストラリア･イギリス

3名……スイス

2名……イスラエル･フィンランド･エジプト･ソビ

エト

1名一･･ハンガリｰ･デンマｰク･スペイン･モロッ

コ･ヨルダン･クエｰト･ユｰゴスラビア'

南アフリカ･インド･インドネシア･韓国

このように海外からは以上の24カ国からの参加があっ

た.これらの参加国を一瞥するとヨｰロッバからの

参加者がかなり多いことに気づく.これはIAS(国

際堆積学会)がヨｰロッパを母体に産まれた学会であり

ヨｰ戸ツバに事務局があることを反映したものであろ

う.また東側ヨｰロッパからの参加者が多いのは

これらの国において昔から堆積学的研究が盛んだことと

今回同じ社会主義国の中国で行なわれたことを反映した

ものであろう.

5.日本からの参加者

日本からの参加者は青柳宏一(石油資源開発株式会社)

･飯島東(東京大学)･高野修(石油資源開発株式会社)

･徳橋秀一(地質調査所)･針谷宥(北海道大学)･牧野泰

彦(茨城大学)｡三浦裕行(中央電気工業株式会社)･水野篤

行(山口大学)･桃井斎(愛媛大学)･山嵜謙一(三井石炭

鉱業株式会社)の諸氏(あいうえお順)である.

6.シンポジウム初目

7月31目の全体集会では最初開会式がありスポン

サｰとたった各機関の代表者による挨拶が一通り行なわ

れた.その後今回のシンポジウムのテｰマに関連し

た記念講演がアカデミック･レポｰトとして6つ行なわ

れた.海外からはスイスのK.J.Hsu教授(チュｰ

リッヒ工科大学)とイギリスのD.A.V.Stow博士(ノ

ッチソガム大学)がゲストとしてこの講演に加わった.

このうちK.J.Hsu教授は中国出身の著名た堆積学

者であるとともにIASの活動に大変貢献している人物

である.一方のD.A.V.Stow博士は深海堆積物を

研究している新進気鋭の堆積学者でありまた4年に

一度開かれているIAS総会は1990年にこのStow博

士のいるイギリスのノッチソガム大学で開かれることに

たっている.

7.各セクションの内容

8月1目から4目にかけて行たわれた個人講演は次

の4つのセクションで行なわれた.

セクション1:堆積世及び層準規制型鉱床

(講演数;50)

セクション2:合マソガソ堆積物

(講演数;37)

セクション3:湖沼堆積学と鉱物資源

(講演数;84)

セクション4:合金属黒色頁岩

(講演数;45)

このうち講演数の最も多いセクション3は3目問

とも2部屋に分かれて行たわれセクション1は1目

たけ2部屋で行なわれた.

セクション1でとりあげられた主た鉱物･鉱床として

は魚卵状鉄岩(oo1iticironstone)鉛･亜鉛鉱床リン

酸塩金ボｰキサイト銅砂鉄鉄炭酸塩縞状鉄

鉱リョウ鉄鉱蒸発岩(岩塩･石膏等)ダイアモンド

ホタル石たどであるがなかでも金･ボｰキサイト･蒸

発岩に関するものが多い.最近の中国では外貨獲得

に関連Lてか金鉱床の探鉱が活発であるということで

ある.例えば中国三畳紀海成タｰビダイト中の金の

分布とその起源を論じた講演も行なわれている.一方

山東省からは第四紀の河川堆積物中に見出たされるダ

イアモンドの由来に関する講演もたされるたどセクシ

ョン1の中の講演の内容はかたり多彩であるといえるカミ

何分筆者の専門外なので紹介はこの程度で止めておき

たい.

セクション2では中国はもちろんのことインド

オｰストラリア南アフリカニュｰファウソドラソド

モロッコ中部ヨｰロッパ目本東大西洋中部太平

地質ニュｰス414号�
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写真3故宮博物館の出口.

写真4景山から眺めた故宮､

映画rラストエンペラｰ｣の舞台として有名.

洋等世界各地のマソガソ鉱床に関する研究成果が報告さ

れている.時代的には原生代に関するものが比較的

多い.日本からは北海道(先第三系)房総半島(古

第≡系)中部太平洋(現世)のマソガソ鉱床の研究例だ

とが報告された.

セクション3は本シンポジウムの一つの中心的た課

題であり講演数も80件余りと最も多い.このことは

中国において白亜紀以降の地層のほとんどが陸成層ない

しは淡水成層であるということと密接に関係していると

いえよう.すたわち日本での海成層と同じように

中国では淡水成層はごくありふれた地層でありこれ

らの地層に関する研究のレベルも蓄積も非常に進んでい

るように見受けられた.これらの講演のうち石油･

ガスに関係したものが25件石炭に関係したものが15件

蒸発岩に関係したものが6件で石油･ガス関係が最も

多い.このことは中国の石油･ガスのほとんどが淡

水成堆積物に起源しているという事実を反映したもので

ある.その他の講演の大部分は堆積環境と堆積物あ

るいは堆積相との関係テクトニックスと堆積環境との

関係重力流堆積作用の役割等を扱った河川堆積学や湖

沼堆積学の基礎的ないし総括的ものである.また淡

水成の炭酸塩岩を扱ったものも多い.これらの研究も

石油･ガスだとの探鉱に直接的･間接的に役立つととも

に実際には石油･ガスだとの探鉱成果に関係したも

のが多いといえる.たぜたら中国では河川成砂

岩･淡水成デルタ砂岩･湖沼成タｰビダイト砂岩そして

淡水成炭酸塩岩カミ石油･ガスの貯留岩として最も重要な

役割を果たしているからである.日本ではほとんど見

られたい湖沼成タｰビダイト砂岩や淡水成炭酸塩岩に関

する講演は特に筆者の興味をそそるものであった.い

ずれにせよ日本ではあまり振り向かれない湖沼堆積学

1989年2月号

がここ中国では大きく花開き咲き誇っているように思

えた.

日本からは石油石炭それぞれ1件づつの講演が行

なわれた.

セクション4では中国のほかチェコスロバキア

ポｰラソドシベリア西ドイツスエｰデソフィソ

ラソドエジプトイスラエルハンガリｰU.S.A.

など世界各地からの報告がたされ時代的には原生代

から古世代に関するものが多い.対象としている主な

鉱物や鉱床としてはウラン金鉄鉱石モリブデン

ニッケル硫化鉱物銅パナジュウムグラファイト

リソ鉱石などである.また黒色頁岩の生成条件やそ

のなかでの鉱床の成因を論じた総括的なものもいくつか

みられる.鉱床形成にあたっての有機物の作用や熱水

作用との関係を論じたものや石油の生成との関連に言及

したものもある.また中国からはリン鉱石に関連

した講演がやや多いように見受けられる.

以上が個人講演のセクション別のおおまかな内容で

あるがこれと平行してポスタｰセッションも開かれ

十幾つの参加があった.

8.催物

全体集会や個人講演の他にいくつかの催物が企画さ

れ学会参加者のみたらず同伴者も参加して行たわれ

た.

まず7月30日午後にはバスによる市内見学が行な

われ天安門前広場と故宮博物館を見学した.特に

映画｢ラストエンペラｰ｣で有名にたった故宮は驚くほ

ど広大であり北側の景山から見下ろしたときの景観は

ただ見事というほかなかったといえる.

シンポジウムなか目の8月2目にはバス3台による

明の十三陵と万里の長城の見学カミ催された.あいにく�
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写真5明の十三陵.

地下深くにある墓から出てきたところ.

写真6燕山期の花こう岩の上に延々と連なる万里の長城.

手前は中国人観光客

当目の早朝に雷を伴う大雨が降ったために途中一部道

路の冠水があり往路は予想以上に時間カミかかったが

無事2箇所の見学を終えることができた.どちらの観

光地とも外国人や中国各地からのおのぼりさんなどの

観光客でいっぱいであったがやはり有名なところだげ

あってどちらもすぽらしいものであった.そして

大陸的な規模の大きさにやはり度胆を抜かれる思いであ

った.このバス族行カミ終わった目の夜市内の劇場で

京劇の観劇が催された.筆者はこの観劇への出席を

キャンセルしたが参加した人の話ではわかりやすく

大変面白かったということでキャンセルを後で後悔し

た次第であった.

8月4目閉会式の後盛大たバンクェットが市内の

別のホテルで開かれた.ここでは食事やショウの傍

ら顔見知りにたったお互いの名刺の交換や記念写真の

撮影が活発に行たわれた.

雑感

ここではシンポジウム滞在中に気が付いたことにつ

いて二･三触れることにする.

1.個人講演

人数的に圧倒的に多い中国人の講演を聞いてまず気が

付くことはスライドの出来が一般に悪く中には見るに

耐えないものもかたりみられたことである.カラｰス

ライドでたいのは特に問題でたいとしても原図その

ものに問題があるものが多い.中には垢抜けしたもの

もたまにはあるがそのようた場合はたいてい海外の

先進国に長期滞在した人のものである.次にスライド

を見て気がつくことは英語のスペルミスの多いことで

ある.それもふつうたらあまり間違えたいようた単純

た単語にも多いことである.次に英語による説明であ

るが原稿の棒読みに近い人が多いのが気になった.

特に自分のスライドに全く振り向きもせず最初から最

後まで原稿だけをみている演者の場合には英語が聞き

取りにくい上にスライドとの関連もわからず聞いて

いるほうが腹立たしくたることもあった.また質問

すると英語カミ金く通じず他の第三者をどうして行なわ

れることも再三であった.このように中国人の講演

についてはスライドといい発表方法といい聞く側にま

で気を回した講演は少なく発表するのが精一杯という

ものが多かったように思えた.国際シンポジウムなん

だからもう少し何とかたらたいのだろうかというのが

素直な気持ちであったといえる.しかし考え直してみ

ると日本人の場合もアメリカ人などからみた場合に

は同じような印象をもたれる可能性があるので他山

の石とLなけれぱたらないのかもしれたい.しかし

中国人のえらいところは上記のようだ問題があっても

実に堂々とあるいは実におおらかに行なっていることで

ある.日本で国際会議やシンポジウムたどをやろうと

思うと非常に大げさに考えて緊張しがちであるが中国

人の場合には極めて日常的た(P)レベルで自分た

ちのぺ一スで行なっているともいえる.名よりも実を

とろうとする積極的たそしてある意味では食欲た精神の

あらわれのようにも思われる.相手がどのように受け

取るかということにはあまり気を使わたいように思え

たカミ実際には欠点を嘆きつつもただ表面には出して

いない見栄っぱりたのかそれとも基本的に楽天的たの

か本当のところは定かではないカミたぶんその両方な

のであろう.外貨稼ぎの一環としての国際会議等の誘

致という国策が背景にあるためかかたりの無理を感じ

たのも歪めたいが一方で恥をものともせず積極的に白

地質ニュｰス414号�
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写真7北京市内風景.

自動車が優先かそれとも自転車が優先かそれが問題だ一

已開放を行なっていこうとする気概には学ぶべきものが

多いように思えた.

2.市内

自転車で溢れる道路をバスやタクシｰで走ると北京

市内はいまどこでもホテルやアパｰトだとの建設ラッ

シュである.多くの高いビルディングが建てられてい

る一方で一階建ての古くからの建物が壊されていた.

少し大げさにいえば戦後復興のようだ印象さえうげ

た.

北京で結婚する場合の一番の問題は住宅問題である

という.Lたがって一階建ての古い住宅を新しい高

層アパｰトに変えていくのは緊急の課題であるのに違い

たい.一方今年は中国国際旅行年ということもあり

外貨獲得のための一環としてホテルの建設も急ピッチ

で進められているということである.しかしこのよ

う危急速た経済開発の反動かインフレによる物価高も

深刻で急速な経済開発に対する反発も]般大衆にはか

たりあり政府も減速を余儀なくされているとのことで

あった.いずれにせよ北京の外観は今急速に変わ

りつつあるようである.

北京市内の交通手段は第一が自転車その次ぎがバ

ス(多くは2両連結のバス)オｰトバイタクシｰそして

自家用車などである.タクシｰや自家用車には日本

製のものが多い.タクシｰはかなり多い.外貨だ換

券を得るタクシｰ運転手の収入はかなり高いということ

である.路上では車と自転車と人カミ澤然一体とたっ

ており交通ルｰルはあってないようた印象を受ける.

したがって事故も多いらしく筆者も何度か事故の跡

を見学している.

中国滞在中最も頭にくるというかたじめたいのが

店員の客に対する態度である.どこの店でも顧客第一

のスロｰガンは掲げられているもののつい一度も謝謝

たる感謝の挨拶を聞いたことがなかった.買った品物

を客に投げ出しても何とも思わない店員らも多いのが実

状である.雰囲気的には客であるこちらがありカミと

うといってLまうのである.決して店員の数が少たく

て接客態度がおろそかになっているのではたいのであ

る.店員は日本の何倍もいるのであるが互いにおし

ゃべりに忙しいのと基本的にサｰビスの概念を教えられ

�
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第2図各種地質巡検コｰス.

この他に計画されていたB2B6B

7のコｰスは参加者少数につき中止さ

れた.

1989年2月号�
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でいたいのである.滞在中は何かと忍耐を強いられる

ことが多くても大体は慣れたがこの接客態度の悪さに

だげはどうしてもなじめたかったのが正直た気持ちであ

る.但し外資系の高級ホテルの場合には基本的た

訓練を受けているということで接客態度もそれなりに

垢抜けていたといえる.

地質巡検

本シンポジウムに前後していくつかの地質巡検が行な

われた.プレ巡検が1つ(A1)ポスト巡検は当初7

つ(B1～B7)計画されたがそのうち3つ(B2B

6B7)が希望者少数のため中止となり結局4つが

行われた.この他に地質探検旅行と称する約2週間

にわたるチベット行きの巡検(PT-1)がやはりシン

ポジウム終了後行われた.

1.各地質巡検の見所

次にそれぞれの巡検の主た見所を簡単に記す.

A1(遼寧省):中期原生代の泥岩中に含まれる浅海起

源の鉄一マソガソ鉱床(酸化マソガソｰ炭酸塩岩系鉱

床)で一部は中生代の安山岩の活動によって接

触変成および熱水変質を受けているのが観察され

る.

B1(湖北省):川下りで有名た揚子江三峡の近くで

中国の震旦系からカンブリア系･オルドビス系の標

準模式地である.氷河堆積物･浅海成炭酸塩堆積

物･リン鉱石を伴った黒色頁岩が観察される.

B3(山東省):中国第二の勝利油田の代表的た第三系

コア中新世湖成堆積物と化石始新世の淡水成石

灰岩などが観察される.

B4(四川省):河川･サブカ･タイダルフラット･ラ

グｰン･河口だと種六の堆積環境下で形成された二

畳紀から三畳紀中期の堆積物白亜紀の河川成堆積

物恐竜の化石を大量に含んだジュラ紀中期の湖成

堆積物だとが観察される.

B5(湖南省):オノレトピス紀中期の黒色頁岩中に見ら

れる炭酸塩岩に伴ったマソガソ鉱床で黒色頁岩か

ら合マソガソ炭酸塩岩に至る明瞭なリズムが観察さ

れる.もう一つは下部震旦系の間氷期の黒色頁

岩中のマソガソ鉱床である.

PT-1(チベット):平均高度3800～4100m最大高度｡

5300m.ヤｰルソ･ツァソポｰ峡谷ヒマラヤ山

脈高原湖氷河地形オフィオライト･シｰクェ

ンスヤｰルソ･ツァソポｰ接合帯上部白亜系フ

リッシュ及びテクトニクスなどが観察される.

以とのうちA及びBグルｰプの巡検は5日間から

6日間の日程であるがPT-1だけは2週間の行程

である.

2.トラブル

ところでこれら巡検の日程の一部がシンポジウム

の後半にたって突如変更されたため参加者と案内老の

問で一波乱起きてしまった.例えば筆者が参加した

B3の山東省の場合には汽車の予約がとれなかったと

いうことで往きは急拠大型バス2台で行くことにたり

帰りは1日遅れて8月10目の早朝に汽車で戻ってくる

ことにたった.またB4の四川省の場合にも飛行

機の予約が予定していたように取れず往きは夜の便で

帰りは1日遅れて8月10目の午後到着ということにた

ってしまったのである.しかもこれらの変更を知った

のは巡検の2目前でそれも未確認た皓としてであり

案内者からの説明があったのは･巡検前日の午後であっ

た.しかし参加者のたかには8月10目に帰国のフ

ライトを予定していた人も多く急拠参加を取り止める

人が続出した.B4の場合には当初12人の参加者が

一度に7人に減ったということであった.その一部の

人がB3に変更したということである.B3やB4以

外の巡検でも似たようだトラブルが起きていたようであ

る.最初このようた重大た変更を直前にたって連絡

し少しも悪びた様子のない案内者の態度に皆一様に腹

をたてていたが少し事情がわかってくると案内者は

それたりに一生懸命努力をしていたことがわかってき

た.

それではどうしてこのようなちょっと信じられない

よう次トラブルが起きるのかというとそれは汽車や

飛行機だとの予約ツステムさらにはそれを支える社会

システムに問題があるようである.というのはコン

ピュｰタｰ･ネットワｰクによる予約システムとか電話

による予約システムカミたく予約はすべて現地の窓口受

付主義･出発地主義でそれも汽車の場合は3目前飛

行機の場合は7日前と決められているようである.し

かし汽車の場合も飛行機の場合も窓口はいつも混んで

いるようでたかなか簡単には予約が取れないのが実状

でとくにまとめて指定切符を取るのは非常に困難を伴

うものらしいということがわかったのである.それな

らば今回の国際会議に伴った外国人主体の国内移動の

場合には特例として前以て予約席がとれるように手

を打っておくべきではないかとだれしも考えるのだが

案内者側あるいは主催者側は既に2か月も前からその

ようた手配をLていたということである.ところが

非能率的なお役所仕事やお役所問のセクショナリズムた

どに阻害されてか結局うまくいかず今回のようなト

ラブルを迎えてしまったことにたる.このような方面

地質ニュｰス414号�
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北京

､/紬

(..､.一一ノ亨'勝利舳1

｡洲場益榊

び←山肚11堆破盆

｡泰111

黄鰍

河孔γ廟平目堆桟盆舳

舳他∴

第3図山東省地質巡検コｰス.

実線はバスによる移動経路を示す.

費

遼

東

1;,与

黄海

では中国といえども学会の力にはあまり影響力が無

いということであった.したがってそのような事情

がわかってくると予約がうまくとれずに一番四苦八

苦したのが案内者達であったということになり巡検の

直前まで手配の段取りに東奔西走していたことにたる.

案内老達が日程の変更を特に悪びた様子もたく説明L

ているようにみえたのはこういった事情の中で彼ら

なりに一生懸命頑張り一応段取りをつけられたという安

堵感で一杯であったためかもしれないと巡検中彼らと

接しながらあとで段々と考え直すようにたった次第で

ある.日本人たらば最初に非常に恐縮してLまい

あれこれ言い訳をしたカミら謝罪するところであろうが

そのようた態度をほとんどみせずスケジュｰルを変更

する権限が案内寺側にあると平然と主張するところが

いかにも中国人らしいと思われた.

山東省地質巡検

筆者はシンポジウム終了後B3の山東省の地質巡

検に参加したので以下ではこのときの巡検の内容に

ついて紹介したい.

1.概要

B3の主な見所は次の通りである.

①中国第二の産出量を誇る勝利油田(Sheng1iOi1Fi･1d)

において最も重要た含油層となっている淡水成第三系

を代表的たコアによって観察する.観察する場所は

勝利油田の中心地である東営(Dongying)である.

1989年2月号

②保存の良い種々の化石含有層として有名な新第三系湖

成層の山旺層(ShanwangFormation)の見学.場所は

臨胸市(LinjuCity)東方約20㎞にある山旺堆積盆

(ShanwangBasin)である.

⑧第三系官生層(Guan･huangFormation)中部に発達す

る淡水成(湖成)石灰岩の観察.場所は平目市(Pin-

gyiCity)北東に分布する平目堆積盆(PingyiBasin)

である.

この他に後半には儒教の発祥の地であり孔子廟の

ある曲.阜(Qufu)と中国五岳の筆頭としてまた地質学

的には泰山系の模式地として名高い泰山を見学する.

2.参加者と案内者

この巡検への参加者は15人(アメリカ7名･日本3

名･カナダ2名･ソビエト1名･西ドイツ1名･スイス

1名)で日本からは飯島東教授と山嵜謙一氏それ

に筆者の3名であった.中国側の主た案内者は勝利

油田が石油工業部勝利油田地質研究院の帥徳福(Shu-

aiDefu)･挑益民(YaoYimin)･周自立(ZhouZi1i)

の各氏山旺堆積盆が中国科学院南京地質古生物研究所

の林馨彬(LinQibin)･王伝銘(WangWeiming)の

両氏平目堆積盆が同じく中国科学院南京地質古生物

研究所の唐天福(TangTianfu)･周志澄(Zhou

Zhicheng)の両氏である.この他に勝利油田外事室

から5～6名が参加した.巡検を行なうにあたっての

各種準備･手配｡連絡調整･通訳等の事務方はすべて

これらの人が当たった.

3.スケジュｰル

さて実際のB3地質巡検のスケジュｰルは次のよ

うなものであった.またルｰト図を第3図に示す.

8月5目

8月6日

�〰

��　

��　

�㌰

�〰

��　

��　

��　

��　

8月7日8:O0

�〰

��　

��　

��　

��　

��伀

大型バス2台で北京(友誼賓館)発

東営(勝利油田)の勝利賓館着

歓迎パｰティ(バンクェット)

勝利油田についてのレクチャｰ

コアの観察

臨胸(Linju)へ向けて出発(小型バ

ス3台にジｰプ1台)

山旺層の見学

臨胸賓館着

歓迎パｰティ(バンクェット)

臨胸にある化石博物館を見学

平目に向け出発

折水賓館着歓迎昼食会

平目賓館着

官皮層の見学

平目賓館着

歓迎パｰティ(バンクェヅト)�
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徳橋秀一

写真8

黄河を渡る橋(済州).

写真9黄色い黄河.

8月8目8:00

��　

��　

��　

8月9目9:00

��　

��　

��　

��伀

��　

��　

㈱�　

㈲�　

8月10目7:20

4.出発

官皮層の見学

曲阜に向けて平目を出発

曲阜の闘里賓舎(Que1iHote1)着

孔子廟の見学

孔子及びその一族の墓の見学

泰安市到着泰山寺の見学

泰山に向けて出発

ロｰプウェｰにて山頂に登る

済南(Jinan)に向けて泰安を出発

済南飯店着

お別れパｰティ(バンクエット)

済南駅着案内者とお別れ

北京に向けて夜行寝台列車出発

北京駅着

既に述べたように巡検の始まる前日即ちシンポジウ

ム最終目の午後に巡検の日程が案内者側から参加老に

説明され汽車の都合で戻ってくるのが1日(実際は半

日)遅れること往きは汽車に変わって大型バスで行く

ことが明らかにされた.当初大型バスの出発は明

朝ではたくその日の夜即ちシンポジウムの終了バ

ンクェットの後にしたいと案内者側から説明されたが

参加者側特にそのたかでも女性陣側から濫烈た反対があ

り結局明朝の6時出発ということにたった.夜の出

発は途中のまわりの景色が見えたいという点でも面白

くたいといえる.

8月5日朝6時陽がまだ昇らぬうちに友誼賓館を出

発山東省をめがけてバスは一路南下することにたっ

た.バスは天津郊外を披げた後勃海湾にほぼ平行

に南下し済州で黄河を横断した(第3図).ここでは

手前でバスから降り歩いて黄河を渡った.その名の

通り黄色い水が渦巻きながら流れていく様を橋の上

から眺めることができた.この黄河の両側の土手の下

にはまだ20mほどの埋もれた土手があり昔から人

問と河との闘いが絶え間たく続いてきたことを物語って

いるとのことである.この黄河を渡ってからLぼらく

した後バスは北方に進路を変え午後4時過ぎに勝

利油田の中心地にある東営の勝利賓館に到着した.

東営に近づくころから油を汲み上げるポンプ櫓の姿

がちらほら見え隠れしだした.北京の友誼賓館を出て

から500㎞ユ前後走ったことにたろうがこの問はほ

とんどが真っ平な平野であり一面がトウモロコシ･コ

ｰリャン･ピｰナッツ等の畑であった.土は何れも赤

褐色ないし黄褐色で黄河によってもたらされたもので

ある.ときどき通り過ぎる村の家々カミみた赤レンガ

からできているのもうたずげる気がした.

5.勝利油田

勝利油田の地質学的背景

勝利油田は大慶油田に次ぐ中国第二の油田で1962

年に東営の北方にある勝利村という小村で発見されたこ

とからこの名前がつけられたという(石油学会編r世界の大

油田｣より).勝利油田は大きく見た場合には華北

盆地の南東部に位置する済陽鋤陥(JiyangSag)に形成さ

れたものである.この済陽鋤陥は断層ブロックの凹

地に形成されたプル･アパｰト堆積盆である.更に済

陽鋤陥内には東営凹陥地区(DongyingDepression)･

霧化凹陥地区(ZhanhuanDePression)･恵民凹陥地区

(HuiminDepression)といった東北東一西南西方向にの

びるいくつかの凹陥地区が認められるがこのうち勝利

油田の主た油田は東営凹陥地区に分布Lている.勝

利油田の地域には古世代には浅海成～漸移帯の地層

が堆積したが中世代には中性～塩基性の火山噴出物

を伴う多段階の活発た断層ブロック運動を経験し第三

紀にたると急速た沈降によって上記のようだ凹陥地区

地質ニュｰス414号�
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写真10泊を汲み上げているポンプ(東営).

写真12勝利賓館の前景.

石油の櫓がシンボル･マｰクにたっていることに注意､

一17一

写真11農村風景.

が形成された.これらの凹陥地区は数千mの変位量

をもつ正断層のセットによって規制されている.先第

三系の傾動によって片側には丘陵が形成されこれら

カミ第三系の最も重要た砕屑物の供給源とたった.これ

らの丘陵の埋没深度は一600mに過ぎない.一方も

う片方には換状の凹地ができそこに湖が形成された.

ここでの先第三系の頂部の埋没深度は一5000～一7000

mに達している.このようた凹地に形成された異常に

厚い河川成一湖成第三系が今日年間3千3百万トン

の石油を産する重要た油田の母体とたっている.

下部第三系堆積物

華北盆地における地質層序表を第1表に掲げる.済

陽鋤陥における第三系は断層による下方運動期に形成

三入津117'

淀川

����

樹海削≡≡≡≡≡≡渤='

智

樟衛新涌

罵

根

徳

州河

臨邑油田一8

ノ

α南河油田

腹邑

原

言斉陽

,勉

済南

至京

孤島油田

呈東油靖蕊厨

∴ふ㌍

囲廠浜南曲塁∂

　

洞尚店油E日

部

員

1藩･

ノ

朴

広虚

国寿光

沿博

挫坊

章丘益都

050㎞

｣一_一_⊥一_一,

第4図勝利油田における各油田位置図(石油学会編r世界の

大油田｣より)､

1989年2月号�
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徳橋秀

第1表華北盆地の地質層序(石油学会編｢世界の大油田｣より)

一

第四系平原種1

200～ヨ30

新

明化鎭魍

第

新三

館陶組

系

東宮魍

生

沙

古

河

第

術

界一

二親

孔店組

上敷

淡褐董邑泥岩と灰白色砂岩との互層

下段

褐赤色泥岩1〔灰白色砂岩の鋏み

600～1,OOO

上段

灰白色礫状砂岩と掲赤色泥岩との互層

下t段

塊状の灰白色砂礫岩に蜴赤色泥岩の挾み

]50～500

上段

灰緑邑泥岩に淡灰緑色砂岩および薄い石灰ユ50±

貿砂岩の峡み

中･下段

灰緑～渇赤色泥岩と灰白魯砂岩との互贋300士

暗灰色泥岩1こ生物酔層石灰岩(示準層〕お200～600

｣=ぴ数枚の炭睦塩岩の挑み

二鼓

褐赤～灰像色泥岩と灰白魯砂岩との互層;500圭

炭質頁岩.油頁岩の挟み

三段

暗灰色泥岩と灰白色砂壕との互層1上部1〔800土

石灰質砂岩,下劉こ数枚の油頁岩の鋏み

四段

褐灰～暗灰色泥岩にド目マイト.硬石衡,砂岩､

砂喋岩.石灰質砂岩.蓄灰質砂岩等の挟み800～1'OOO

一段

褐赤～反日色砂岩1こ褐赤､灰緑邑泥岩の教み

二段

鵠露岩と淡灰色瀦との互層:博い炭<帥

三段

褐色泥岩1こ掲邑砂岩の挟み

中生界

一'白亜系''

“リュラ系I一

安山岩､同質凝灰岩.玄武岩等に灰～紫抹

色泥岩の鋏み局地的1〔

灰色泥岩I砂岩.礫岩,醜い炭層分布

'一石炭系I一

反縁～灰黒色泥岩と淡灰色砂岩との互層;

黒色炭質泥岩および炭層の脇ユ店｡±

“誰盤岩I'

“オルドビス系1I

鱗鶏的覆鶏螂姥誰麗灰;･･土

..カンプロア系1I

灰色石灰岩(一部昌面状〕および紫色貢岩140土

“展且圃界'1

灰色普灰岩｡珪質ドロマイト1〔暗色の頁岩｡

砂岩の挑み数百

一`始生界.I

花開砦

された下部第三系の湖成堆積物と凹陥活動期に形成さ

れた上部第三系の河川成堆積物とから構成されている.

初期一中期始新世に湖成の孔店組(KongdianFormation)

が形成された.このうち第二段は(SecondMember)

は比較的深い湖に堆積Lた有機物に富む厚い泥岩を含み

最初の良好た石油根源岩とたっている.中期一後期始

新世にはこの地域は乾燥地域となり堆積盆の中心部

では種々の色をした厚さ数千mの砕屑物が硬石膏や岩

塩などを伴って形成された.始新世後期になるにつれ

て気候はますます湿潤温暖となった.湖は大きくか

つ深くたってそこに炭酸塩岩などを含んだ暗色の泥岩

カミ形成され湖の塩分濃度も下がり淡水化した.ごう

して形成されたのが河街組(ShahejieFormation)の第

四段である.漸新世初期にたると湖成堆積盆の急速

な沈降と拡大が始まり主要た石油根源岩である河街組

第三段が形成された.非常に厚い暗灰色泥岩からなり

下部には油頁岩(Oi1Sha1e)が挟まれている.この厚

い泥岩中には深い環境下で形成された薄い砂岩の層が

はさまれている.上部にはより多くの砂岩が石炭の

薄層や炭化物に富んだ頁岩たどとともに挟まれる.深

い湖成環境からデルタの環境に変化していったことを示

している.第三段形成後湖は一旦後退しそこに主

に雑色の泥岩と砂岩からたる第二段カミ堆積した.砂岩

は中粒ないし粗粒で上部にたると細礫が含まれトラ

フ型のクロスヘッドが発達する.第二段堆積後湖は

再び沈降及び拡大しそこに油頁岩生物砕屑ドロマイ

トだとの堆積物を一定の間隔で挟んだ暗灰色泥岩からな

る第一段が堆積した.そこに含まれている腕足類･腹

足類｡藻類の化石は極めて豊富であるとともにその産

状が側方に極めて安定していることから層序的にも震

探の記録の上でも最も良い示準層とたっている.こ

の第一段は良好た石油根源岩であるとともに帽岩に

もたっている.漸新世後期の東営組(DongyingFor一

皿ation)は湖の縮小によって湖岸ないし河川成の堆

積物によって特徴づけられている.この東営組は岩

相及び色の変化が最も激しい地層である.

上部第三系堆積物

漸新世末にこの地域に顕著た地殻変動が起こって

断層ブロック運動による凹地の形成が終了しこの後

第三系上部の堆積が始まった.この堆積物の主要な岩

相は河川成堆積物である.古い隆起地域は削り取ら

れる一方で凹地は埋め立てられてしまった.中新世に

は砕屑物は勃海湾の北方からもたらされこの地域に

は湖岸平野が形成され館陶組(GuantaoFormation)

が堆積した.鮮新世にたると砕属物は勃海湾の北西

地域からもたらされ広範囲にわたる平野を形成しそ

こに明化鎮組(MinghuaFormation)を堆積した.こ

れら上部第三系が石油根源岩になっている例はまだ無

い.

宿泊地質学的役割

要約すると済陽鋤陥に形成された第三系とりわけ下

部第三系は東アジアにおける典型的な湖成堆積物であ

るといえる.その堆積速度は急速であり(平均2血m/

year)また岩相変化は側方にも垂直にもきわめて顕著

である.異なった塩分濃度下で発達した様々た岩相組

合せや生態群集が形成された.また異なった環境下

で形成された種々の貯留岩が発達した.

石油地質学的にみた場合には根源岩及び貯留岩とし

て最も重要なのは第三系下部の地層でたかでも沙

河街組である.とりわけ根源岩としては第一･第二

･第三段の泥岩のまた貯留岩としては第二段の砂岩

の役割が大きいといえる.この他に基盤のオルドビス

系の炭酸塩岩も貯留岩の一翼を荷たっている.

コアの観察

さて巡検では沙河街組の各部層に属する代表的な12

のコアをその部分の電検記録および柱状図とともに観

察した.これらのコアには各種堆積環境下で形成さ

れた砂岩と泥岩はもちろんのこと各種のドロマイト･

泥質硬石膏･油頁岩･石灰質泥岩等がふくまれている.
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写真13

勝利油剛こおげるコアの観察風景.

写真14

デブリフロｰ堆積物(古第三系沙河街層第四段).

写真15深い湖で形成された石灰質頁岩(古第三系沙河街層第

四段).

写真16

油頁岩(古第三系沙河街層第三段下部).

写真17季節変化による葉理構造を有する頁岩(古第三系沙河

街層第三段下部).

写真18タｰビダイト砂岩(古第三系沙河街層第三段下部)･
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徳橋秀

写真19コアの岩質及び電検柱状図(古第三系沙河街層第三段写真20

下都).

トラフ型斜交葉理及びリップル葉理をともなった砂岩

(古第三系沙河街層第三段上部).

写真21ド回マイト質泥岩及び油頁岩(古第三系沙河街層第一

段).

写真22山旺堆積盆の説明.

また薄片による顕微鏡観察も行たった.コアの中に

は黒い原油を含み表面にしみだしているものもいくつ

か観察された.コアのこのようた一般公開は今回が

初めてであるということであった.案内者の一人であ

る帥徳福氏は勝利油田の発見以前からこの勝利油田

の探鉱･開発にに携わり現在使われている地層名の大

部分を命名Lたということで勝利油田の草分け的そし

て生き字引的人物といえる.

6.山旺堆積盆(山旺層)

山旺堆積盆は臨胸のやく20㎞東方にある小さた堆積

盆ですぐ近くには山旺村がある.ここに分布する山

旺層は保存の良好な多種多様の豊富た化石(昆虫類･

貝形類･腹足類･哺乳類･魚類･両生類･植物など)を含む中

新世の湖成層として東アジアの古生物学者の問では古く

から有名であり生態群集や堆積学古気候学等の研究

が数多くたされているということである.

山旺層は泥岩を挟んだ中新世の玄武岩の上に発達L

ており泥岩･頁岩･珪藻土･油頁岩から主に構成され

るカミときにうすい玄武岩を挟む.岩相上礫岩と砂

岩からたる下部宮豊た化石を含む珪藻土からたる中部

貝形類を含む褐色～灰褐色泥岩及び砂岩からたる上部の

3つに細分できる.上部の褐色～灰褐色泥岩中には

炭酸塩質泥岩カミ合まれている.山旺層の上位には一褐

色石炭層を挟んだ鮮新世の玄武岩が重なっている.こ

の山旺層からは500種以上の動物と植物の化石種が記

載されておりそのうちの約280種は昆虫化石である.

巡検では山旺層下部から中部への岩相の変化(礫岩

･砂岩･油頁岩･珪藻土)や中部の珪藻土中に含まれてい

る化石などを主に見学した.少し高いところから山旺

堆積盆を眺めるとところどころに玄武岩からたる高ま

りがみられる.山旺層は玄武岩の活動の比較的静穏

肢時期に火口などの地形的に低いところに形成され次

第に拡大していった湖に堆積したものであろう.

山旺層を見学した翌日には臨駒にある化石博物館に
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写真23右側の玄武岩を覆う山旺層下部の礫岩層･

写真24山旺層中部の油頁岩｡

写真25山旺層中都の珪藻土及び油頁岩･

写真26山旺堆積盆高まりに分布する柱状節理の発達Lた玄武

岩.

写真27

臨胞にある化石博物館｡

山旺堆積盆から産出した化石群が陳列してある･

写真28化石博物館内の1コｰナｰ(哺乳類化石群).
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[::]官皮層上音1三[壇コ官皮層中音1三

醐官皮層下部皿皿1先カンブリア系変碑岩類

第5図平目堆積盆における官皮層の分布(巡検ガイドブック

より).

りク1｡国

βタノ

･･四

り1･.国

タク

リβノ

⑥③③

⑧⑧

おいてこの山旺層からこれまでに採取された各種の化

石を見学した.ここには非常に多くの化石が種類ご

とに陳列されているとともにこれらの化石が生きてい

た当時の復元模型もいくつか展示されている.古くか

ら有名なだげあって個々の化石の微細な構造まで非常

によく残されているものが多い.また哺乳類の化石

種が予想以上に多いのが特に印象的であった.

7.平目堆積盆('自皮層)

平目堆積盆の地史

山東省の南西部のほぼ真ん中に位置する平目堆積盆は

山間部の断層凹地にできた堆積盆でその面積は約800

km2である.この堆積盆中には中生代から新世代の

地層が発達している.ジュラ紀の地層は灰緑色～赤

紫色泥岩･シルト岩･砂岩･礫岩からたり泥岩中には

豊富た植物化石が含まれている.植物化石が非常に多

いことからジュラ紀にはこの地域には海の影響カミ特

にたかったものと考えられる.白亜紀にたると地殻

変動が活発どたり主に安山岩からなる大量の火山噴出

物が堆積した.その問に一連の断層活動カミありとく

に北側の蒙山断層(M.ngshanF.u1t)は平目堆積盆の

形成に著しい影響を与えた.そしてこの断層の北側

のブロックの隆起により官皮層とよばれる厚さ2000m

⑧⑧⑧

⑤⑧

⑨⑳⑧

第6図官皮層A部属の岩質柱状図(巡検ガイドブックより)､

1:層内礫石灰礫岩2:多毛類生物石灰岩

3:藻球石灰礫岩

以上の下部第三系がこの堆積盆に堆積した.岩相上こ

の官皮層は上部･中部･下部に細分できる.

官皮層堆積物の概要

露頭最大層厚1100mに達する官皮層上部は灰色～赤

色の沖積扇状地成礫岩からなる.礫岩の組成はかなり

単純で大部分は炭酸塩岩であり小量の変成岩と珪岩

を含む1礫の大きさは一般に10-20cmで最大50cm

に達する.官皮層中部の全層厚は約435mで主に潮

成堆積物からたる.主な堆積物は灰白色の石灰岩及び

赤色の泥岩と砂岩でしばしば石膏やマｰルが挟まれ

る.また赤色の泥岩中には白色のカリチェ(Cali-

che)が頻繁に含まれている.却ち官皮層中部は生物

岩･細粒堆積物･蒸発岩で特徴づけられるといえる.

岩相上中部は下位から上位へ更にA～Dの4部属に

細分される.官皮層下部は主に赤色の塊状ないL厚

層理の礫岩及び粗粒砂岩から構成されており一部に中

ないし薄層理の細粒砂岩が挟まれている.礫岩の礫は

大部分が安山岩から由来したもので残りは玄武岩･

片麻岩･珪岩･砂岩･石灰岩などである.

官皮層中部A部層堆積物の特徴

巡検では官皮層中部の淡水成石灰岩を中心に見学し

た.例えば最初の日には厚さ約40mのA部属を見学

したが本部層は藻球石灰礫岩(oncoユite1imepack-

stone)･多毛類生物石灰岩(po1ychaeticboundstone)･ス

トロマトライト生物石灰岩(stromato1iticboundstone)･

層内礫石灰礫岩(intrafomationa1cong]omerate1ime

packstone)･ストロマトライト生物石灰岩と外来石灰岩
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写真29平目堆積盆での淡水成石灰岩の観察(官皮層中部A部

属).

写真30淡水成藻球石灰礫岩(官皮層中部A部属).

写真31外来礫(オノレソクォｰツァイトなど)の周りに成長し

た淡水成藻球石灰礫岩(官皮層中部A部属).

写真32淡水成ストロマトライト生物石灰岩(官皮層中部A都

層).

写真33淡水成多毛類生物石灰岩(官皮層中部B部属).

礫岩(stromato1iticboundstoneand1imestonelithoc1ast

cong1omerate)たどから構成されている(第6図).藻

球石灰礫岩は中部層の基底に約2.5㎜の厚さで発達し

側方にストロマトライト生物石灰岩や外来石灰岩礫岩に

漸移する.藻球石灰礫岩は腹足類の殻･古い藻球･

陸源砕屑物だとの周りに形成された豊富た藻球を含むこ

とで特徴づけられる.藻球(onco1ite,a1ga1-ba11)が石

灰岩中の50パｰセントにまで達する.藻球と藻球の問

には腹足類の殻･古い藻球の破片･陸源砕屑物だとが

充填している.藻球中の陸源砕屑物は藻球と藻球の

問のそれらと岩石学的には同一である.藻球の直径は

ここでは最大10cmに達する.これらの藻球の大部分

は楕円体ないし扁球体であり一部が球状ないし不定で

ある.このうち楕円体･扁球体･不定形型の縞模様

は非常にまばらであり同じ藻球でも位置によってその

厚さが違ったりするが一つ一つの縞模様はぐるっと一

回りつたがっているようにみえる.一方球状の藻球
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写真34赤色泥岩(官皮層中部C部属).

gρ

倀

�

g夕

θノ

宵

第7図官皮層C部属の岩質柱状図(巡検ガイドブックより).

1:赤色砂岩21赤色泥岩3:石膏

4:ワッケストン5:含白色カリチェ･ノジュｰル

赤色泥岩6:外来石灰岩礫礫岩

の縞模様は非常に密で厚さは一一回りしてもほとんど

変わらたい.しかしながら一つ一つの縞は不連続で

突然切れたりする.このようた形態や縞模様の特徴の

違いは異なった堆積環境を反映しているものと思われ

る.高い球化度と濃い縞模様は頻繁に撹枠される浅

い水の環境を示している.間欠的に起きる強い風によ

りおこされた流れによって藻球同志がぶつかりあい

縞模様が切れる原因にだったのである.これに対して

球化度の低い藻球の特徴は比較的エネルギｰの低い堆

積環境下で形成されたことを物語っている.

層内礫石灰礫岩は藻球石灰礫岩のすぐ上に分布して

いる.それは明灰色～ピンク色で中礫大の層内礫

すたわちミクライトやスパｰライトからなり一部藻

球や腹足類の殻が含まれている.これらの層内礫の大

きさは平均1c㎜で大きいものは10cmに達する.こ

れらの層内礫の形態は亜角礫で淘汰は非常に悪い.

亜角礫で淘汰が悪いことからこれらの層内礫はそんな

に遠距離からきたものとは考えられない.下位の藻球

から漸移していることときどき藻球が含まれているこ

となどからこの層内礫石灰礫岩も非常に浅い環境下で

形成されたものと考えられる.

以上のことからA部属が形成されたときには地殻

の状態は安定Lておりなだらかな地形が平目堆積盆と

写真35赤色泥岩中のカリチェ･ノジュｰル(官皮層中部C都

層).

その周囲では支配的であったと考えられる.そして温

暖で湿潤肢気候は堆積盆の周りに分布する古生代の炭

酸塩岩を積極的に溶出し堆積盆中に淡水成の石灰岩を

形成するための十分た物質を供給した.安定な造構環

境のために炭酸塩岩の形成が中断されることがたく

その結果ほとんど石灰岩からたるA部属が形成された

のである.

官皮層C部層堆積物の特徴

次にここでは二日目に見学したC部属について簡単

に紹介してみよう.C部属は厚さ約250mで主に石

膏を挟む赤色の砕屑岩から構成される.この赤色層の

基底には厚さ約2.5mの外来石灰岩礫岩が分布する.

この礫岩の直上にはたくさんのカルチエ･ノジュｰ

ルを含んだ厚さ約25mの赤色泥岩が重なっている.大

部分のノジュｰルの形態は不規則で大きさはシルト大

から申礫大まで様々である.ときには縦方向に伸び

ているものもある.これらのノジュｰルは蒸発作用

の初期の産物であり赤色泥岩中からのこれらの産出は

赤色泥岩が半乾燥気候下で形成されたことを示してい

地質ニュｰス414号�
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写真36見学にきた近所の子供たち.

写真37孔子覇大成殿.

写真38泰安の泰山寺(博物館).

写真39泰山の頂上へ行くロｰプウエイ.

る.

沈殿物の減少と蒸発作用の増大により湖は縮小し湖

成堆積物はしぽしほ空気に曝されカルチニ･ノジュｰ

ルが形成された.C部属の上部は台車軸藻類ワッケ

ストンの薄層や黄色泥岩の薄層をときどき挟んだ赤色泥

岩及び砂岩から主に構成されている.これらの泥岩及

び砂岩には有用な石膏層の層準がいくつかしられてい

る.

赤色砕屠岩中における石膏の産出は古気候が半乾燥

から乾燥気候に変わったことをしめしている.強い蒸

発作用によって堆積盆が淡水湖からプラヤ(p1aya)に

変化したことを意味しているのである.また台車軸

藻類ワッケストンやマｰルの薄層がときどき赤色砕屠岩

に挟まれていることからこの期間中にもやや湿潤た

時期が短いたがらあったと考えられる.

古環境(湖)の変遷

宮庄層中部は淡水成石灰岩カミ支配的た湖成堆積物か

ら主に構成されている.その堆積物の研究から湖の

発達に3つの段階が認められる.

1989年2月号

前期:平目堆積盆は浅い淡水成の湖で気候は湿潤温暖

であった.安定した地殻の状態により化学的風化が支

配的どたり湖成堆積物はそのほとんどが淡水成石灰岩

から構成されている.

中期:気候は湿潤温暖から半乾燥そして後には乾燥気候

へと変化した.湖の水はしばしば乾燥しプラヤ環境

の下で石膏が沈積した.平目堆積盆とその周囲では物

理的た風化が支配的どたり約250mに達する倉石膏赤'

色砕屠岩が形成された.

後期:平目堆積盆の気候は乾燥気候から再び半乾燥気候

へと変化し湖は再び淡水化した.堆積物は薄層理

の含腹足類ワッケストンと泥岩の互層によって特徴づけ

られる.

8.泰山見学

平目堆積盆見学の後我カは西方へ孔子の生まれた

曲阜へ向かいそこで一泊して孔子願と孔子の墓を見学

した.そして北方に進路を変え泰山の麓であり玄関

口である泰安で泰山寺を見学した後中国五岳の筆頭と

よほれ地質学的には東アジアの始生界(泰山系また�
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写真40ロｰプウエイから眺めた急崖.

写真41下から石段を登って来た人たち.

石段の数は約7,000金あるという.

写真42天国の衝天街の人ロｰ

写真43目一プウェイ乗場近くから眺めた天街.

は泰山層群)の模式地として著名た泰山の頂上に向かっ

て出発した.泰山は古来道教の支配する山として有名

である.頂上の高さは1545mに過ぎたいが広大た華

北平野に突如としてそびえたち峨峨とした趣きをもって

いるために古来多くの人々より信仰の対象とたってき

たとのことである.山高きがゆえに必ずしも尊からず

で関東平野にそびえたつ筑波山に少L似ているかもし

れたい.中国の歴代の皇帝は天子としての自己の権

力を天下に周知させるための舞台装置としてこの泰山を

利用Lここから天に礼拝を行なったということであ

る.我序の実際の行程は大変簡単で泰安から中腹の

中天門にあるロｰプウエイの乗り場までバスで行きそ

こからロｰプウエイで約10分弱で頂上の近くまで行って

しまうのである.ロｰプウエイから眺める山容は急峻

であり少し目カミ債れるまで怖い感じがする.ロｰプ

ウエイは日本製で83年に日本の会社によって敷設され

たということである.したがって自動車とロｰプウ

エイを使えば泰安から約一時問で頂上近くにまで達し

てしまう観光客にとっては大変便利た山なのである.

一方麓から歩いてお参りする人も多くこの人たち

は麓の一天門から中天門を通ってほぼ真っすぐ頂上近

くの南天門に向けて伸びる石の階段を利用することにな

る.石段の数は約7000に達するということである.

南天門から見下ろしたときの石段の勾配はたんともい

えたいくらい急でありこのような階段を下から多くの

人があがってくるのには感心せざるをえなかった.ロ

ｰプウエイの降り場から平らだ道を歩いて南天門を過ぎ

ると天国のメインストリｰトともいえる天街があり

この天街を抜けると泰山の神様を祭ったほこらがある.

ここに祭ってある神様は皆女性であるということで

最もえらいのが泰山の女神である碧霞元君であるとい

うことである.泰安市から派遣された日本語のできる

案内者の話では昔から中国の女性の力は強いが現在

は女性も外に出て働くので女性の力は現在が最も強い

だろうということであった.そこでこれまでに北京市

内たどで経験した女性の店員の態度の悪さについてどう

地質ニュｰス414号�
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写真44泰山で最も高いところ(三皇頂)には極頂1,545m

とベソキで朱書きされている.

写真45三皇頂での記念撮影.

真ん中4人のうち右端が勝利油田の帥徳福氏.

その左右洞じく周自立氏.左端カ洞じく挑溢民氏.

写真46中国五岳筆頭を表わす“五嶽独尊"の碑の横で記念撮

影(左は中国科学院南京地質古生物研究所の唐天福

教授右は同じく周志澄氏).

写真47泰山南天門近くの岩石(混成岩P).

写っているのはアメリカ地質調査所レストソの

E1eanoraRobbins博士(専門は花粉学).

おもうかと尋ねたところやはりその人も賛成できたい

ということで少しほっとした次第である.さてこ

のほこらを過ぎて石段を少し昇るといよいよ泰山の頂

上である三皇頂に達する.山頂の石には極頂1545mと

かいてありその周り約5m四方は石枠で囲ってあり

直接触れたいようになっている.そしてさらにその周

りは石と赤レンガでできた壁で囲って一種の砦のよう

にたった三皇殿が築かれている.この入り口には門

番が何人もいて三皇頂がいたずらされたいように見張

っている.この頂上から眺めた華北平原の景色はまた

見事であるということであったがあいにくこの目は

頂上付近が霧に包まれ遠い景色は何もみることカミできた

かった.そのかわり仙人のすむところにふさわしい

幽玄た雰囲気を楽しむことができたということで自らを

たぐさめることにした.

泰山を造っている岩石は微斜長石花こう岩･片麻状

1989年2月号

花こう岩･謹青石片麻岩･混成岩･角閃岩･角閃片岩･

グラこユライト･縞状片麻岩などから成る複合岩体で

16～19億年の年齢をもつ閃緑岩･石英閃緑岩･眼球片麻

岩｡斑状花こう岩たどによって貫入されているというこ

とである(平凡杜r地学事典｣より).現在でも中国にお

ける始生界の模式地であるという.

9.山東省巡検雑感

巡検に行く前邸ち北京でのシンポジウム参加中に何

度か山東省の巡検が最も豊かたあるいはリッチた巡検

であるという話を聞いていたが巡検に参加してたんと

肢くその意味がわかったようた気がした.というのは

他の巡検はほとんどが大学や研究所たどあまり経済的

に余裕の無いところの研究者が案内者となって行たわれ

ているのに対して筆者が参加した山東省の巡検は中

国第二の油田である勝利油田の組織的支援のもとにおこ

たわれたしたがって少し大げさにいえば勝利油田の�
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写真48歓迎パｰティ(バンクェヅト)のひとこま(平目賓写真49

館).

右端の女性は市のN0･2にあたるお偉いさんとのこと

で最初に歓迎のあいさつを述べた.

山東省内陸部の名物料理.

左下が山東省でしかたべられないという最高級料理の

サソリ料理.

面子をかけた巡検であったといえるからである.勝利

油田外事係の全面的な人的･物的援助のもとに我々は

海外からの“賓客"として十分に遇された感が強い.

というのは十分次台数のバスの手配･たくさんの案

内者と通訳･毎日のように開かれたバンクェットにおけ

る豪華た夕食などどう考えても我表が払った巡検の費用

だけでは足りないだろうし他の巡検ではここまで大が

かりにはたっていないだろうと思われた.

食事中いつもでてきたのは中国で最もうまいと定評

のある青島ビｰルである.北京ではなかたかこの青島

ビｰルを口にすることはできなかったカミここでは地元

であるせいかいつでもこの青島ピｰルがでてきた.

ただ北京と同じく冷えたビｰルはたかなかでてこたかっ

た.中国では冷蔵庫の普及度の問題からか冷たい

飲み物を飲むということがたくわれわれもたま暖かい

ビｰル･コｰラ･ジュｰスを口にした.

中国で高級料理というと日本では普通口にしないいわ

ゆるゲテモノの類のものも多い.たとえばウミウシ

･スッポン･アヒルたどであるがこの他に山東省の臨

胸や折本など内陸部の名物･最高級料理として有名なも

のにサソリ料理がある.この料理は大きさ5cmほど

のサソリをそのままの姿で油で妙め皿の上に並べたもの

である.山東省のこの地域のみにある最高級料理とい

うことだので断るわけにもいかずカリカリとそのまま

何匹も食べるはめにたってしまった.その付近の農家

で飼育しているということでたんでも小さいときに

毒を抜いてしまうとかいうことである.移動するたび

に最高級の料理で遇され結局都合4図もこの料理を食

ったことたり合計で一体何匹食ったことになるのかよ

くおぼえていないが参加老一同サソリ料理には少表食

傷気味にたったのは否めなかった.中国のバンクェッ

トではこういった高級料理が次々とでてくるために

腹が減ると最初にガツガツ食べる癖のしみついた筆者た

どはどうしても食べすぎにたってしまいおかげで中

国滞在中に体重が何kgかふえてしまい日本に帰ってか

らも無性に腹が減るという後遺症に悩まされた.

おわりに

以上1988年夏に北京で開かれたIAS鉱床堆積学国

際シンポジウムと山東省の地質巡検に参加した際に見聞

したことを中心に一部専門的なことも含めて紹介して

きた.筆者としては気楽に読んでいただげればと思

って書いたものである.何か参考にたることがあれぼ

幸いである.しかしもし内容に間違いや誤解があれ

ば筆者の浅学非才のたすところであり前もってお詫

びしておくとともにご指摘いただけれぱ望外の喜びで

ある.

最後に本シンポジウム及び地質巡検の実施に尽力さ

れた中国側関係者の労を多とし心から感謝の意を表し

たい.また日本から参加された方々には何かとご

教示いただくたどいろいろお世話になった.本稿を

書くにあたっては海洋地質部の茅根創氏より石灰岩の用

語記載方法について一部ご教示いただいた.これらの

方冷にも改めてお礼申し上げる次第です.
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